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新潟県の学童のツベルクリン反応に関する疫学的研究

田中 敬三

目的　小学一年生のツベルクリン反応（ツ反）に対する体格を含めた種々の影響要因について検

討する。

方法　新潟県のある地区の漁村地域にある学校AおよびB，農村地域にある学校EおよびF，

そして地理や食生活等の生活圏が双方の中間と考えられる地域（以下，中間地域）にある学

校CおよびDの合計6校の小学一年生668人（男310人，女358人）を研究対象とした。ツ

反判定は発赤10 mm以上を陽性とし，年齢別・性別・学校別・地域別および体格別等の検

討を行った。体格の評価は肥満およびやせ傾向（％）を用いた。

成績　1)　年齢別によるツ反陽性率（以下，陽性率）の差は認められなかった。性別では，女子

は男子よりも陽性率が高く，その差は有意だった（p＜0.05）。

　2)　学校別そして地域別陽性率は漁村地域31.7％（A校30.3％とB校34.8％）＞中間地域

24.1％（C校23.7％とD校24.4％）＞農村地域9.9％（E校11.2％とF校2.9％）となり，陽性

率の差は同じ地域内の学校間よりも地域間の方が大きかった。

　3)　全学童の肥満およびやせ傾向別の陽性率の検討では，20％以上（a群）36.8％＞0％～

20％（b群）24.5％＞0％未満（c群）17.8％の傾向を示した（p＜0.01）。性別でも同様の傾

向が認められたが，男子のみ検定上有意を示した（p＜0.01）。a群・b群およびc群の3群

に共通した性差は認めなかった。

　4)　地域別そして肥満およびやせ傾向別の陽性率の検討では，男子は3地域ともa群＞b

群＞c群の傾向を示し，かつa群は3地域とも約40％となった。しかし，農村地域のb群と

c群は漁村と中間地域の双方のb群とc群に比し陽性率が低かった。女子では3地域ともa

群＞c群となったが，男子ほどa群＞b群＞c群の傾向が明確ではなかった。また，女子の

a群・b群およびc群での3地域間の比較では3群とも漁村地域＞中間地域＞農村地域の傾

向を示した。しかし，漁村地域と中間地域のa群が約40％を示したのに比し，農村地域のa

群は14.3％であった。地域別の各群における陽性率の性差には共通した傾向は認められなか

った。

結論　以上から対象地区の小学一年生のツ反成績には学童の体格と，学童の所属地域間の食習慣

を含めた要因が密接な影響を及ぼしていると推測された。

Key words : ツベルクリン反応，子供，地域差，体格，食習慣
















